
令和６年度の研究テーマ

生徒の主体的にかかわる力の育成を目指した授業実践
～「単元の計画」「中・長期的な取組」を明確にした授業づくり～
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「生徒の“主体的に人とかかわる力”を育成するための授業づくり」
～日常的な実態把握から障がいの特性に配慮した指導法の探求～

■今年度の研究の成果

適切な目標設定と具体的な取組

授業改善

・良さも含めた丁寧な実態把握

・チームで授業を計画し、見合う

・反省からより良い方策を探求

・昨年度の取組では、実態把握の基本について学び、良さも含めた丁寧な実態把握を行うことで適切な目標設定
と具体的な取組の実践につながりました。また、年２回の研究授業を通して、チームで授業を計画し、お互いに
見合い、反省の中からより良い方策を探求するという一連の流れが、授業改善に向けた一つの形になっていたこ
とも成果としてあげられます。

■今年度の研究の課題

各授業で、的確な実態把握をもとにした
中・長期的な目標の設定と、実践の共有
が必要

・研究授業だけでは、生徒の変容をみることは難しい

・授業改善につながる考え方として「生徒の変容を
どのようにみるか」が課題

・昨年度の研究から見えてきた課題「生徒の変容を１回の研究授業だけでみることが難しい」を、改めて確認。
授業改善をさらに進めていくには生徒の変容をどのように見るかが課題と考え、各授業で、的確な実態把握を
もとにした中・長期的な目標を設定し、各授業の実践を共有することが必要。

■昨年度の研究テーマからみえるもの
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■今年度の研究テーマ

【仮説】

・Ｒ５年度の取組から、「主体的にかかわる力を育成」するための方策を継承しつつ、
授業づくりを通して検証を行うことで、より効果的な方策がみつかるだろう。

・年間を通して各グループで、指導案（細案）を作成し、「生徒観」「指導観」「教材
観」「単元の目標」等について共有することで、授業の質を高めるために必要なものが
見えてくるだろう。

・授業づくりに取り組むＧ研（指導案細案検討、反省会）

・様々な学校課題（生徒指導、教育課程など）についてテーマを決め、職員全員で議論し、共通理解を図る

今年度のグループ研

生徒の主体的にかかわる力の育成を目指した授業実践
～「単元の計画」「中・長期的な取組」を明確にした授業づくり～

→ これまでのＧ研は、研究部だけが使う時間で、指導案の検討や授業研後の反省会などを実施してきました。今年度は、「授業づくりに取り組むこと」と「学校課題
について職員全員で話し合うこと」の２つを実施しました。
「学校課題」では、研究部と生徒指導部、情報教育部など他分掌と連携し、たとえば「生徒指導のねらいや指導方法の共有化のための話し合い」や「各授業での取
り組みを整理するための話し合い」、「授業や業務のヒントとなるミニ研修」を行うことを考えて取り組みました。
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■今年度の研究推進スケジュール

月 行事・業務予定 月 行事・業務予定

４ 全体研究Ⅰ（5日）
研究日①（17日）
研究日②（24日）

11 研究日⑨（1日）
研究日⑩（13日）

５ 研究日③（31日） 12 研究日⑪（20日）
公開研究会（20日）６ 研究日④（26日）

７ 研究日⑤（3日）
研究日⑥（19日）

１

８ 夏の講演会（６
日）

２ 研究日⑫（３日）
研究日⑬（19日）

９ ３ 全体研究Ⅱ、
促進費報告会（14日）

10 研究日⑦（16日）
研究日⑧（25日）

・今年度の研究推進のスケジュール（予定）です。
昨年度と違う部分は、研究日（昨年度でいうグループ
研究）の数を増やしている点です。
その理由は、Ｇ研のあり方を見直す（幅を持たせる）
ためです。
また、今年度の公開研では細案を作成します。
授業づくり、細案を作成するに当たって、生徒の実態把
握や、合理的配慮、生徒の背景にあるものなどの理解
が必要になってきますので、指導案作成に取り組む前
に、そういった内容を深めたり、考えたりすることができる
グループワークやミニ研修を実施出来るよう計画しまし
た。

実際に指導案作成に取り組み始めたのは、夏頃、２
学期初旬となり、それまでの研究日での取り組みが、そ
のまま細案に反映できるような内容を検討して実施す
ることが出来ました。
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■今年度の研究の流れ

・今年度の大まかな流れとしましては、まず生徒の主体的な学びのため、生徒の良さを中心に実態把握を行ったり、共通理解を図る時間とし
ました。そして、グループでの意見交流や外部講師の講演によって、客観性を持たせながら、実態把握や授業作りを進めることとしました。
12月の公開研で、「授業での取り組みが実態と合っていたか」「そもそも生徒の実態の見立てが合っていたのか」などを検証を行いました。

実態把握

GW、ミニ研修、講演会

授業公開、検証

授業づくりに当たって、
生徒をどう見る？

共通理解を図れている？

実態把握と授業改善のつながり
は適切？

客観的な視点やヒントを得る
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■研究日①
・各学年、12月の公開研究会で公開する授業を１つ決めていた
だきました。
三カ年計画の最後の年であるため、昨年度授業を公開していな
い先生がMTであること、生徒の実態をふまえて、教材、題材、進
め方などの工夫をより出し合えるような授業を、など決定にあたって
いくつか条件を設定しました。
１学年 生活単元学習
２学年 音楽
３学年 国語・数学 となりました。

■研究日②
・研究日①で決定した授業の対象生徒を中心に、生徒の良いと
ころや現時点で身についている力に着目して話し、各学年ごとにい
くつかグループを作り交流しました。良さや現時点でできていること、
身に付いている力を整理し、それらを授業にどう生かすかを考える
時間となりました。
１年生は、学級スタッフごとに、４月時点で見えている生徒の実
態の共通理解を図る時間となりました。
２年生は、生徒の良さから、タブレット端末を使った学習、発表形
式の学習などのアイディアが出ていました。
３年生は、生徒同士が相手の良さや課題を理解し接している場
面が見られているため、学年単位での活動について意見が出てい
ました。
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■研究日③

ミニ研修ということで、「みんなで使ってみ
よう GoogleClassroom」と題して、
情報教育部と協力して行いました。
前回の研究日でICTについても意見が
出ていましたが、必ず公開研や今後の
授業で使用するためにというわけではな
く、手立ての１つとして先生方が使える
ようにという視点で実施しました。

■研究日④

・研究日④では、カリキュラムマネージャーの寺田先生による
視察報告を行いました。
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■研究日⑤、⑥

・７月は研究日が２回設定。
１回目は、職員にアンケートを実施して研究日に交流してみたいテーマを募集。
指導のアイディアがほしい内容ごと、以下のグループに分かれて交流を行いまいた。

・上記に示した特性でグループ分けを行い、より生徒指導に関わる内容を深めていく形で
ケース会議を行いました。授業での工夫、働きかけ方、実態や特性によってのアプローチの仕方、
家庭、外部との連携について、必ずしも集団参加（学校生活に乗ること）がゴールにならなく
てもよいなど、経験談や新しい発見があり、充実した時間となりました。

ADHDの特性がある生徒について 愛着障害の特性がある生徒について

自閉スペクトラム症の特性がある生徒について 集団参加が難しい生徒について
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■夏季講演会

・８月６日には、市立札幌豊明高等支援学校の菅原尚俊（すがわらなおとし）
先生にお越しいただき、新しい生徒指導提要の具現化についてお話しいただく講
演会を実施。
本校だけでなく、幕別分校や中札内村の小中学校、更別農業高校の先生方
にもお声掛けして開催。

・新しい生徒指導提要について、
目の前の問題に対応するといっ
た課題解決的な指導だけではな
く、成長を促す指導など積極的
な生徒指導を充実させる、
プロアクティブ（先行的）な生
徒指導についてお話ししていた
だきました。
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研究主題
「生徒の主体的にかかわる力の育成を目指した授業実践」

～「単元の計画」「中・長期的な取組」を明確にした授業づくり～

□ 目 的
・教育関係者等をはじめ、様々な方に授業の研究実践を公開することにより、
本校の教育活動への理解と、本校職員の専門性や指導力の向上を図る機
会とする。

・公開授業での生徒の姿から、「生徒の主体的にかかわる力」の育成について改
めて考えて交流することで、授業実践の成果を共有し、今後に向けて、課題な
どを解決する糸口を得る機会とする。
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研究主題
「生徒の主体的にかかわる力の育成を目指した授業実践」
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・授業公開
→分科会
（研究討議）

・「インクルーシブな学
校運営モデル事業」の
活動報告会

・講演会
「知的障害教育におけるカリ
キュラムマネジメント」～教
育課程の改善や授業間の
つながりについて～
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■公開授業 ■協議内容
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■「インクルーシブな学校運営モデル事業」の活動報告会

・インクルーシブ事業の報告を聞いていただきました。「インクルーシブな社会」を
つくるため の学校づくり、どうしてこの事業に取り組むのかといった研究の背景と目
的につい報告しました。また、本年度の成果報告として、「推進体制・連携のための
仕組み」「教職員の研修の充実」「これまでの交流方法の工夫」「共に学ぶことを通
して」について説明し、会場に足を運んでいただいた来校者の他、道内外から遠隔で
参加された方々に向けて報告させていただきました。これからも教育活動の取組が発
信できる学校でい続けられるよう、たゆまぬ研修と実践を行っていきます。
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■講演会

「知的障害教育におけるカリキュラムマネジメント」

～教育課程の改善や授業間のつながりについて～

・本講演では、特別支援教育の動向を踏まえて「主体
的・対話的で深い学び」について改めて考える機会と
なり、「どのような資質・能力（将来にわたり何がで
きるようになるのか）の育成を目指すのかを明確にす
る」ことや、画一的な指導になっていないか、「個別
最適な学び」を意識していくこと、児童生徒自身で気
付きが生まれる授業デザインなど、大変有益な内容ば
かりで得るものが多くありました。
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■グループ研究（教務部と連携）

学校教育目標をもとに、意見を出し合う時間を設定

・「育てたい力」を身につけるために、「今取り組んでいること」や、授業に限らず、学校生活
全体を見渡して、それぞれが「工夫していることや心がけていること」、「やってみて効果が
あったこと」などをできるだけ多く出してみる時間として、 結論を出すのではなく、 多様な
意見を聞き合いました。次年度の研究に向けて、それぞれの気づきや工夫につなげました。
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■公開研究会、今年度の研究を終えて

成果

・学年ごとのグループ編成にしたことで、生徒の実態について
意見を出しやすく、情報共有ができた。

・生徒の「主体的にかかわる力の育成」について、様々な方策
を考え、授業を展開することができた。

・中札内小中学校、更別農業高校の先生方とも一緒に研修を行
い、互いに授業改善につながる情報交換を行うことができた。
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■公開研究会、今年度の研究を終えて

課題

・学年から１人授業者を選出したが、授業者が取り組む内容量
が多くなってしまった。

・グループの人数が多かったため、授業のアイデアなど出しず
らい状況が生まれてしまった。

・「単元の計画」について深めることができなかった。

・授業を見合うことが難しかった。
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次年度（令和７年度）研究主題(案)

豊かに生活するための「自立活動」の探求
～個別最適な学び・協同的な学びの充実を目指して～

□ 仮 説
・これまで授業改善に向けて実践してきた「主体的・対話的で深い学び」に関わり、
 重要な土台である「自立活動」に目を向けて、生徒指導や授業改善を行い、生
 徒に必要な力は何かをこれまで以上に深めることができるだろう。

・「個別最適な学び」と「協同的な学び」について往環的な視点をもって授業をデザ
インし、適切な単元や題材を精査することで、成果や課題を洗い出し、今後に向
けて教育課程改善の糸口を得る機会となるだろう。
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